
Ⅳ報告 神戸駅前広場再整備基本計画（素案）について 

 

１．趣旨 

神戸駅周辺は神戸の都心の一角をなすエリアであり、湊川神社や中央図書館などの文化観光施設、

元町や新開地などの商業施設が立地し、歴史や文化が息づくエリアにもかかわらず、神戸の中心地と

しての活気やにぎわいがないといった課題がある。 

神戸駅周辺を活性化させるため、交通の結節点であり、ハーバーランド-大倉山の南北軸と元町-新

開地の東西軸が交差する、重要な回遊の拠点である神戸駅前広場を再整備する。 

神戸の名を冠するにふさわしい高質で風格ある駅前空間の実現に向けて、広場における基本的な機

能配置や、駅前空間の再整備の方向性を示す「神戸駅前広場再整備基本計画（以下、基本計画）」を

策定する。今後、基本計画をもとに、具体的な設えやデザインなどの設計を行っていく。 

 

２．策定のポイント 

交通量調査や市民アンケートの結果を踏まえて、神戸駅前広場に必要な役割や機能について整理し

た上で、４つの目指すべき方向性を定める。 

＜目指すべき方向性＞ 

① 高質で風格のある景観整備 

② スムーズかつ安全・安心な交通機能整備 

③ 周辺地区への回遊拠点としての整備 

④“人”中心の広場の管理運営 

 

３．基本計画の概要 

（１）基本計画の前提条件 

 ・概ね2030年以降の姿を想定した計画 

  ・再整備の範囲は、JR神戸駅前広場 

  ・駅前広場を人が主役の空間に再編 

  ・神戸駅舎は現状を前提 

  ・神戸駅周辺の活性化に必要な施策は、整備対象区域外においても適宜実施 

 

（２）再整備のコンセプト 

『駅前広場がつなぐ、人とまち ～神戸“湊”劇場～』 

  神戸“湊”劇場の舞台へ誘う駅前広場を新たな憩いや交流、コミュニケーションの生まれる  

拠点として刷新します。 
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（３）目指すべき方向性 

①高質で風格のある景観整備 

神戸駅舎や湊川神社等、地域の資源を活かしながら地上と地下が一体となった華やかさの

ある駅前広場景観を整備する。 

②スムーズかつ安全・安心な交通機能整備 

バスロータリー及びタクシーロータリーの機能を維持した上でコンパクト化を図り、歩行

者中心の広場の実現を図る。合わせて、自転車の需要や利用実態に応じた規模と景観への配

慮を兼ね、地下空間の活用も含めた駐輪場を整備する。 

③周辺地区への回遊拠点としての整備 

元町、ハーバーランド、新開地、大倉山などへの回遊拠点としての機能を整備する。 

④“人”中心の広場の管理運営 

整備された広場をマネジメントすることで、広場の利用効果を波及させ、地域の価値をさ

らに高めていく。 

 

（４）整備手順 

    段階的な機能再編による駅前広場の整備に並行して、周辺エリアの活性化に必要な施策や、整

備後の管理運営の仕組み・体制づくりを進め、マネジメントにつなげる。 

 

 

４．基本計画策定のスケジュール 

令和3年 7月 1日～8月 1日  市民意見の募集 

令和3年 10月（予定）     「神戸駅前広場再整備基本計画」の策定 

 

５．関連資料 

   神戸駅前広場再整備基本計画（素案） 
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神戸駅前広場再整備の背景と 目的

　 神戸駅は、 1874 年（ 明治７ 年） に、 国内２ 番目の鉄道である大阪駅～神戸駅間の路線の終着駅と し て開業

し まし た。 現在の駅舎は、 1930 年（ 昭和５ 年）、 三代目駅舎と し て開業し 、 その後も 、 周辺ではデュ オ神戸や

神戸ハーバーラ ンド が開業するなど、 観光・ 商業・ 居住等の複合的な機能を支える、 神戸を 代表する駅の 1 つ

と なっ ています。

　 こ のよう に、 歴史と 文化が息づく エリ アにも かかわら ず、 現在の神戸駅周辺は神戸の中心地と し ての活気や

にぎわいがない、 と いっ た課題があり ます。

　 こ のよう な状況に対し 神戸市では、 令和元年度から まちの質・ 暮ら し の質を 一層高めるこ と で、 都市ブラ ン

ド の向上と 人口誘引につなげるプロジェ ク ト 「 リ ノ ベーショ ン・ 神戸」 を スタ ート し 、 神戸駅を 対象駅の一つと

し て位置づけまし た。

　 再整備の検討にあたっ ては、 令和 2 年 10 月から 11 月にかけて市民アンケート を 実施し 、 交通量調査などの

結果を踏まえて、 神戸駅前広場に必要な役割や機能について整理し まし た。 その上で、 神戸駅前が快適な場と

なり 、 市民、 来訪者から 親し まれる場と なるにはどのよう な空間と するこ と が必要なのかを 検討し てき まし た。

　 神戸の名を 冠するにふさ わし い風格ある駅前空間の実現に向けて、 再整備の方向性について取り まと めたも

のが、 こ の「 神戸駅前広場再整備基本計画（ 素案）」 です。

　「 神戸駅前広場再整備基本計画（ 素案）」 は、 駅前広場における基本的な機能配置や、 駅前空間の再整備の方

向性を示すも のであり 、 具体的な設えやデザイ ンについては、 こ の基本計画を も と に、 今後設計を 行っ ていき

ます。

神戸駅前広場 再整備基本計画（ 素案）神戸駅前広場 再整備基本計画（ 素案）神戸駅前広場 再整備基本計画（ 素案）
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神戸駅前広場整備の意義

神戸駅前広場再整備の前提条件
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高速神戸駅 【 神戸駅】

〇神戸駅周辺は、 神戸の都心の一角を なすエリ アであり 、 湊川神社や

　 中央図書館等、 様々な文化観光施設が立地し ています。

〇神戸駅は、 鉄道やバスと の交通結節点である他、 ハーバーラ ンド と

　 大倉山方面を結ぶ南北軸（ 神戸文化軸）、 元町と 新開地方面を結ぶ

　 東西軸が交差する回遊の拠点と なる場所です。

〇神戸駅前広場を再整備するこ と で、 周辺エリ アへの波及効果を 生み

　 出し 、 地域全体の価値、 魅力をさ ら に高め、 活性化につなげていき

　 ます。

①概ね 2030 年以降の姿を想定し た計画と し ます。

②再整備の対象は JR 神戸駅前広場（ 図中赤枠） と し ます。

③駅前広場を 人が主役の空間に再編し ます。

④JR 神戸駅舎は現状を 前提と し ます。

⑤神戸駅周辺の活性化に必要な施策は、 整備対象区域外においても 適宜実施し ます。
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神戸駅前広場の課題
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神戸駅前広場の目指すべき 方向性

高質で風格のある景観整備 スムーズかつ安全・ 安心な交通機能整備

周辺地区への回遊拠点と し ての整備 “人” 中心の広場の管理運営

神戸駅は劇場へのエント ラ ンス。 多く の人がこ の劇場に出入り するための玄関。

神戸駅前広場は劇場のホワイ エ（ ロビー）。 演目への期待が醸成さ れ、 また、 余韻に浸る場。

まちは舞台。 それぞれのまちに、 歴史と 文化が今も 息づいている。

まちの魅力を 高めるため、 まちにつながる拠点と し て、 神戸駅前広場を 再整備する。

神戸の名を冠する、 歴史ある神戸駅。

駅を出た時から はじ まる、 まちを舞台と し たスト ーリ ー。

暮ら す人、 訪れる人、 “湊まる” 誰も が主役。

神戸と いう 舞台へ誘う 駅前広場を、

新たな憩いや交流、 コ ミ ュ ニケーショ ンの

生まれる拠点と し て刷新し ます。

（ あつまる ）

～ 神戸 “湊” 劇場： コ ンセプト スト ーリ ー ～

神戸の名を冠する、 歴史ある神戸駅。

駅前広場がつなぐ、 人とまち。駅前広場がつなぐ、 人とまち。
～ 神戸 “湊” 劇場 ～～ 神戸 “湊” 劇場 ～

駅前広場がつなぐ、 人とまち。駅前広場がつなぐ、 人とまち。
～ 神戸 “湊” 劇場 ～～ 神戸 “湊” 劇場 ～

（  神戸駅前広場の目指すべき方向性 ）

まちに、 歴史と 文化が今も 息づいている。

まちにつながる拠点と し て、 神戸駅前広
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神戸駅前広場の目指すべき 方向性： 高質で風格のある景観整備
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○広場と 湊川神社のつながり が広がる景観軸の形成。

（ 北側広場より 湊川神社を 見る ）

○憩う 場と し て居心地の良い設えを 整える。

（ 南側広場国道 2 号線沿い　 夜景イ メ ージ）

広場から 地域のシン ボルと なる 湊川神社、 さ ら にその先へと 広がる よ う な関係性が感じ ら れる

景観軸を 形成する 。

JR 神戸駅舎を 活かし た、 風格ある 広場景観を 体感でき る ラ ンド スケープの構築。

神戸の名を 冠する にふさ わし い華やかさ と 美し さ を 演出する 。

人が交流し 、 憩う 場と し て居心地の良い設えを 整える 。

地上と 地下の賑わいが連続する よ う な一体的な空間整備によ る 景観形成を 行う 。

ａ
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ｄ
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神戸駅舎や湊川神社等、 地域の資源を 活かし ながら 地上と 地下が一体と なっ た
華やかさ のある駅前広場景観を 整備する。
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神戸駅前広場の目指すべき 方向性： スムーズかつ安全・ 安心な交通機能整備

JR
神
戸
駅

阪
神

高
速

高
速

神
戸

駅

中
央

幹
線

湊川神社

駐輪場（ 地下空間活用含む）
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歩行者のための広場空間

バスロータ リ ー
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は今後検討ｆ ｇ

○需要に応じ た規模と 景観への配慮を 兼ねた駐輪

　 場の整備。（ 東京都港区： 地下機械式駐輪場）

○バスロ ータ リ ーの機能維持と コ ン パク ト 化。

（ 福井駅西口広場： バスロ ータ リ ー）

広場内の自転車走行を 防ぐ 方策の検討等、 歩行者のための広場の実現を 図る。

需要や利用実態に応じ た規模と 景観への配慮を 兼ねた駐輪場（ 地下空間の活用を 含む） の整備。

バスロ ータ リ ーの機能維持と コ ンパク ト 化の両立を 図る 。

利用実態に即し たタ ク シーロ ータ リ ーの規模の見直し を 図る。

送迎（ キス＆ラ イ ド ） のための一般車乗降スペース・ 身障者用スペースの整備。

シェ アサイ ク ルや将来的な次世代パーソ ナルモビ リ ティ を 意識し た機能配置の検討。

駅構内や地下街の店舗への荷捌き 機能を 整理する 。

ａ

ｃ

ｄ

ｅ

ｂ

ｆ
ｇ

RRRRR
神神神神
戸

歩行者のための広場を 中心に、 各種交通機能を 再編する。
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神戸駅前広場の目指すべき 方向性： 周辺地区への回遊拠点と し ての整備
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地下街

地上・ 地下動線

元町、 ハーバーラ ンド 、 新開地、 大倉山などへの回遊拠点と し ての機能を整備する。
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○周辺エリ アへの回遊拠点と し ての整備。

（ 中央口より 北側広場を 見る ）

○案内サイ ン の充実等によ る 動線の分かり やすさ 向上。

（ 南側広場　 ハーバーラ ン ド 方面を 見る ）

元町方面と スムーズに往来でき る よう 、 広場⇔まち の回遊へと いざなう 設えを 整備する 。

案内サイ ン の充実等によ り 、 ハーバーラ ンド への動線の分かり やすさ を 向上さ せる 。

新開地や大倉山方面等、 神戸駅以西の魅力ある エリ アへと つながる 、 広場内動線を 確保する。

広場内における 上下移動経路の分かり やすさ や機能を 高め、 地下街を 通る 回遊ルート の利便性

を 向上さ せる。
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神戸駅前広場の目指すべき 方向性： “人” 中心の広場の管理運営

整備手順

駐輪場の整備 バス・ タ ク シーロ ータ リ ーの再編 広場空間の再構築

神戸駅周辺エリ アの活性化

“駅前広場整備”

“駅前広場マネジメ ント ”

“駅周辺”

新たな交流やコ ミ ュ ニケーショ ン を 促進する よう な広場の利活用など、 快適で美し い、 潤いのある 広場が

地域の価値を 高める 場と なる こ と を 目指す。

行政だけではなく 、 地域居住者や商業者、 交通事業者等、 神戸駅周辺関係者の積極的な参画、 連携による

持続可能な管理運営の仕組みや体制づく り を 進める 。

再整備をき っ かけに、 地域の活性化や新たな開発・ 更新等、 周辺街区への波及効果を生み出すこ と を目指す。

広場管理運営の仕組み・ 体制づく り

整備さ れた広場を マネジメ ント するこ と で、 広場の利用効果を 波及さ せ、 地域の価値を さ ら に
高めていく 。

駅前広場の

マネジメ ン ト

○新たな交流を 促すよ う な潤いのある広場の利活用

（ 左： 三宮プラ ッ ツ ／右： 東遊園地）

段階的な機能整備による 駅前広場の再整備に並行し て、 周辺エリ アの活性化に必要な施策や、

整備後の管理運営の仕組み・ 体制づく り を すすめ、 マネジメ ン ト につなげる 。
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神戸駅前広場の再整備イ メ ージ

〇高質で風格ある駅前広場 〇人中心の駅前広場への刷新

※掲載さ れている 各パース、 写真はイ メ ージの一例であり 、 詳細は今後の設計の中で検討し ていき ます。

2021 年 6 月　 神戸市建設局駅前魅力創造課

東京駅 姫路駅

〇居心地のよい設え

東遊園地

〇地上と 地下が連続する一体的な空間

神戸国際会館

人のための広場空間

タ ク シーロ ータ リ ー

バスロータ リ ーバババスロー

駐輪場
（ 地下空間活用含む）

駐輪輪輪場場場駐輪輪輪場場場
空間間活用含用含

広場空間間間

ータータ

含含む）む）

タ リ ーーータ リ ーーー

タタ クタタ シー

静岡駅

ーロ ータ リ ータタタタ ク シー

駐輪場
（ 地下空間活用含む）

駐輪駐輪
（（（ 地地下空間活

場場
用含用用含む）） 人のための広場空間

〇居心地のよい設え

人のための広場空間人のため

駐輪場
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